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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年4月11日(2013.4.11)

【公開番号】特開2012-32960(P2012-32960A)
【公開日】平成24年2月16日(2012.2.16)
【年通号数】公開・登録公報2012-007
【出願番号】特願2010-171050(P2010-171050)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｂ  19/416    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｂ  19/416   　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月25日(2013.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　次に、駆動制御部１４が、移動量算出部２２によって算出された単位時間移動量ｄＰ［
ａｘｉｓ］に応じて各駆動装置１０２ｃ，１０６ｂ，１０８ｂ，１１０ｂを駆動する（ス
テップＳ１２）。この際、駆動制御部１４は、基準単位時間（本実施形態では１ｍｓｅｃ
）当たりに各支持体１０２ｂ，１０６ａ，１０８ａ，１１０ａを前記単位時間移動量ｄＰ
［ａｘｉｓ］だけ移送することを指示するためのサーボ指令パルスを各移動軸毎に作成し
、その作成した各移動軸毎のサーボ指令パルスを各駆動装置１０２ｃ，１０６ｂ，１０８
ｂ，１１０ｂのうち対応するものへそれぞれ出力する。これにより、各駆動装置１０２ｃ
，１０６ｂ，１０８ｂ，１１０ｂのサーボモータは、駆動制御部１４からのサーボ指令パ
ルスに従って１つの基準単位時間当たりに前記単位時間移動量ｄＰ［ａｘｉｓ］だけ支持
体１０２ｂ，１０６ａ，１０８ａ，１１０ａのうち対応するものを対応する移動軸方向へ
移送する。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　そして、加減速要求監視部１０は、停止信号発信部１２４ｂから発信される緊急停止信
号を検知して緊急停止ボタン１２４ａが押されたと判断した場合には、緊急停止要求を発
行し（ステップＳ１０６）、その後、前記ステップＳ１０２の処理を再度行う。一方、加
減速要求監視部１０は、緊急停止ボタン１２４ａが押されていないと判断した場合には、
次に、オーバーライドダイヤル１２８ａが回動されたか否かを判断する（ステップＳ１０
８）。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８９】
　また、加減速要求監視部１０は、前記ステップＳ１０２の判断において工作機械が連続
運転中ではないと判断した場合には、前記緊急停止要求により各駆動装置１０２ｃ，１０
６ｂ，１０８ｂ，１１０ｂによる各支持体１０２ｂ，１０６ａ，１０８ａ，１１０ａの移
送が停止中であるか否かを判断する（ステップＳ１１２）。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　加減速要求監視部１０は、各支持体１０２ｂ，１０６ａ，１０８ａ，１１０ａの移送が
停止中であると判断した場合には、次に、再始動ボタン１２６ａが押されたか否かを判断
する（ステップＳ１１４）。この際、加減速要求監視部１０は、再始動信号発信部１２６
ｂから発信される再始動信号を検知して再始動ボタン１２６ａが押されたと判断した場合
には、再始動要求を発行し（ステップＳ１１６）、その後、前記ステップＳ１０２の処理
を再度行う。また、加減速要求監視部１０は、再始動ボタン１２６ａが押されていないと
判断した場合には、再始動要求を発行することなく、前記ステップＳ１０２の処理を再度
行う。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　移動対象物の加速動作を行う場合の速度変更時単位時間変動関数ｇ（ｔ）は、速度変更
期間ｔｉｍｅの始期（移動量算出部２２が速度変更要求を受けた時点）において移動対象
物が一定速度で移動している場合には、例えば図１６に示すような曲線で表される。一方
、速度変更期間ｔｉｍｅの始期において移動対象物が加速中である場合に、さらにその移
動対象物の加速動作が実行される場合の速度変更時単位時間変動関数ｇ（ｔ）は、図１７
に示すような曲線で表され、速度変更期間ｔｉｍｅの始期において移動対象物が減速中で
ある場合にその移動対象物の加速動作が実行される場合の速度変更時単位時間変動関数ｇ
（ｔ）は、図１８に示すような曲線で表される。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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